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食
料
生
産
、
国
土
保
全
、
水
源

涵
養
な
ど
、
多
様
な
機
能
を
合
わ

せ
持
つ
「
棚
田
」
は
、
先
人
た
ち

が
国
土
に
働
き
か
け
を
続
け
て
く

れ
た
歴
史
の
た
ま
も
の
で
す
。
私

が
暮
ら
す
愛
知
県
東
三
河
地
域
に

も
素
晴
ら
し
い
棚
田
遺
産
が
遺
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
棚
田
地

域
振
興
の
お
話
し
で
す
。

棚
田
／
日
本
の
原
風
景

　
「
棚
田
」
は
、
山
の
斜
面
や
谷

間
の
傾
斜
地
（
傾
斜
20
分
の
1
以

上
）
に
階
段
状
に
作
ら
れ
た
水
田

で
、
そ
の
機
能
は
単
に
食
料
生
産

に
留
ま
ら
ず
、
国
土
の
保
全
（
地

す
べ
り
・
土
砂
崩
壊
等
の
防
止
）

／
水
源
の
涵
養
／
洪
水
調
節
／
生

物
多
様
性
・
生
態
系
の
保
全
な
ど
、

多
岐
に
及
ん
で
い
ま
す
。
日
本
を

代
表
す
る
「
美
し
い
景
観
」
の
一

場
面
で
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
棚
田
は
１
枚
１
枚
の

面
積
が
小
さ
く
傾
斜
地
で
労
力
が

か
か
る
た
め
、
中
山
間
地
域
の
過

疎
・
高
齢
化
に
伴
い
、
１
９
７
０

年
代
頃
か
ら
減
反
政
策
の
対
象
と

し
て
耕
作
放
棄
さ
れ
始
め
、
今
は

か
な
り
の
面
積
の
棚
田
が
消
滅
し

て
し
ま
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
、
わ
が
国
が
現
在
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
つ
こ
と
が
出

来
て
い
る
の
は
、「
米
」
と
い
う

単
位
面
積
当
た
り
の
生
産
量
が
極

め
て
高
い
穀
物
を
耕
作
す
る
こ
と

が
で
き
、
こ
の
島
国
で
多
く
の
日

本
人
を
養
う
こ
と
が
出
来
た
か
ら

に
他
な
り
ま
せ
ん
。
歴
史
的
に
見

て
も
棚
田
は
、
わ
が
国
が
誇
る
べ

き
貴
重
な
資
源
（
遺
産
）
と
言
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

四
谷
の
千
枚
田

　
「
四
谷
の
千
枚
田
」
は
国
道
２

５
７
号
の
道
の
駅
「
し
た
ら
」
か

ら
ほ
ど
近
い
、
愛
知
県
新
城
市
四

谷
地
区
に
あ
る
鞍
掛
山
麓
の
南
西

斜
面
、
高
低
差
約
２
０
０
㍍
の
階

段
状
に
広
が
る
棚
田
で
す
。

　

そ
の
名
の
と
お
り
か
つ
て
は
千

枚
以
上
の
田
ん
ぼ
が
耕
さ
れ
て
い

た
そ
う
で
す
が
、
平
成
初
期
に
は

約
３
７
０
枚
に
ま
で
減
少
。
そ
の

後
、
耕
作
者
や
地
域
の
人
々
を
中

心
に
棚
田
の
保
存
活
動
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
て
く
れ
た
お
陰
で
、
現
在

は
３
・
６
㌶
の
棚
田
が
耕
作
・
維

持
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

過
去
に
は
大
規
模
な
水
害
に
よ

っ
て
沢
沿
い
の
棚
田
が
す
べ
て
崩

壊
し
、
四
谷
の
千
枚
田
の
存
続
が

危
ぶ
ま
れ
た
時
も
あ
っ
た
よ
う
で

す
が
、
先
人
た
ち
は
鍬
と
モ
ッ
コ

で
棚
田
復
興
に
全
力
を
注
ぎ
、
貴

重
な
遺
産
を
次
の
世
代
に
引
き
継

い
で
く
れ
ま
し
た
。

棚
田
地
域
振
興
法
に

基
づ
く
取
り
組
み

　

棚
田
荒
廃
の
危
機
が
差
し
迫
る

中
、
２
０
１
９
（
令
和
元
）
年
、

貴
重
な
国
民
的
財
産
で
あ
る
棚
田

を
保
全
し
、
棚
田
地
域
が
持
つ
多

面
的
な
機
能
の
維
持
増
進
を
図
る

「
棚
田
地
域
振
興
法
」
が
成
立
し

ま
し
た
。
現
在
、
こ
の
法
律
に
基

づ
き
棚
田
地
域
の
振
興
に
向
け
た

取
り
組
み
が
全
国
的
に
広
が
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
①
「
指
定
棚
田
地

域
」
の
指
定
に
よ
る
区
域
の
明
確

化
②
棚
田
の
保
全
や
地
域
振
興
の

取
り
組
み
を
行
う
主
体
と
な
る

「
指
定
棚
田
地
域
振
興
協
議
会
」

の
設
立
③
棚
田
の
保
全
と
地
域
振

興
の
目
標
と
活
動
内
容
を
定
め
る

「
指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
計
画
」

の
策
定
と
国
に
よ
る
認
定
―
―
の

三
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
こ
と

で
、
財
政
的
な
支
援
や
人
的
な
支

援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

23
年
４
月
現
在
、
指
定
棚
田
地

域
は
41
道
府
県
で
７
１
９
地
域
あ

り
、
棚
田
地
域
振
興
活
動
計
画
は

23
年
１
月
現
在
、
39
道
府
県
で
１

７
９
計
画
が
認
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
愛
知
県
東
三
河
地
域
で
は
唯

一
「
四
谷
の
千
枚
田
」
が
指
定
棚

田
地
域
に
指
定
さ
れ
「
四
谷
の
千

枚
田
地
域
振
興
協
議
会
」
が
作
成

し
た
「
指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動

計
画
」
が
国
の
認
定
を
受
け
て
い

ま
す
。

「
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
」

認
定

　

棚
田
地
域
振
興
法
に
基
づ
く
取

り
組
み
と
併
せ
て
農
林
水
産
省

は
、
改
め
て
優
良
な
棚
田
を
認
定

す
る
取
り
組
み
「
つ
な
ぐ
棚
田
遺

産
～
ふ
る
さ
と
の
誇
り
を
未
来
へ

～
（
ポ
ス
ト
棚
田
百
選
）」
を
実

施
し
て
お
り
、
全
国
で
２
７
１
の

棚
田
が
「
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
」
と

し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
四
谷
の
千
枚
田
」
は
、
１
９

９
９
（
平
成
11
）
年
の
「
日
本
の

棚
田
百
選
」
に
選
ば
れ
て
い
ま
し

た
が
「
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
」
の
認

定
も
受
け
て
い
ま
す
。
四
谷
の
千

枚
田
と
と
も
に
、
日
本
の
棚
田
百

選
に
選
ば
れ
て
い
た
設
楽
町
の

「
長
江
棚
田
」
は
今
回
、
つ
な
ぐ

棚
田
遺
産
に
は
認
定
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
背
景
に
は
高
齢
化
で
耕

作
農
家
が
わ
ず
か
一
軒
と
な
り
、

耕
作
地
の
縮
小
が
進
ん
で
い
た
と

い
う
現
実
が
あ
り
ま
し
た
。

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会

　

棚
田
の
荒
廃
が
進
む
な
か
で

「
四
谷
の
千
枚
田
」
が
耕
作
・
維

持
管
理
さ
れ
て
い
る
の
は
、
し
っ

か
り
し
た
棚
田
保
全
団
体
が
支
え

て
い
る
か
ら
で
す
。そ
れ
が
97（
平

成
９
）
年
に
設
立
さ
れ
た
「
鞍
掛

シリーズ「国土教育」 棚田遺産「四谷の千枚田」

地域が一つに鞍掛山麓千枚田保存会

山
麓
千
枚
田
保
存
会
」
で
す
。

　

同
保
存
会
の
活
動
は
、
◆
地
元

小
学
生
や
市
内
の
高
校
生
に
よ
る

稲
作
体
験
、
地
元
企
業
の
新
入
社

員
研
修
、
国
内
外
か
ら
の
農
業
視

察
の
継
続
的
受
け
入
れ
◆
棚
田
の

景
観
を
構
成
す
る
農
道
、
あ
ず
ま

や
、
ビ
オ
ト
ー
プ
、
ト
イ
レ
、
案

内
看
板
等
各
施
設
周
辺
の
草
刈
等

の
日
常
的
管
理
◆
毎
年
６
月
の

「
お
田
植
え
感
謝
の
夕
べ
」、
12
月

の
「
収
穫
感
謝
祭
」
等
の
イ
ベ
ン

ト
実
施
な
ど
棚
田
に
お
け
る
都
市

農
村
交
流
を
通
じ
た
関
係
人
口
の

創
出
・
拡
大
に
よ
る
地
域
振
興
◆

毎
月
の「
四
谷
の
千
枚
田
だ
よ
り
」

の
定
期
発
行
な
ど
幅
広
く
、
か
つ

精
力
的
な
も
の
で
す
。

「
棚
田
」
の
イ
ン
フ
ラ
価
値

　

棚
田
地
域
は
農
産
物
の
供
給
に

と
ど
ま
ら
ず
、
国
土
の
保
全
、
水

源
の
涵
養
、
生
物
多
様
性
の
確
保

そ
の
他
の
自
然
環
境
の
保
全
、
良

好
な
景
観
の
形
成
、
伝
統
文
化
の

継
承
等
の
多
面
に
わ
た
る
機
能
を

有
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、「
棚
田
」

と
い
う
イ
ン
フ
ラ
は
、
わ
が
国
の

国
土
に
最
初
か
ら
あ
っ
た
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

古
く
は
古
墳
時
代
に
出
現
し
、

室
町
時
代
前
期
の
文
書
に
は
〝
棚

田
〟
と
い
う
言
葉
が
記
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

棚
田
は
ま
さ
に
、
古
代
か
ら
稲
作

農
業
を
営
ん
で
き
た
多
く
の
先
人

た
ち
が
国
土
に
働
き
か
け
続
け
て

く
れ
た
歴
史
の
た
ま
も
の
で
す
。

　

現
代
に
生
き
る
わ
れ
わ
れ
も
、

棚
田
へ
の
働
き
か
け
を
継
続
し
、

次
の
世
代
に
し
っ
か
り
遺
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。（
国
土

学
ア
ナ
リ
ス
ト

森
田
康
夫
）

田
起
こ
し
に
取
り
組
む
地
元
小
学
校
児
童

（
出
典
：
四
谷
の
千
枚
田
だ
よ
り
第
２
３
３
号
）

四谷の千枚田（愛知県新城市）

阿久根
石川秀和駅長

　眼下に東シナ海を見下ろし、遠くに

鹿児島県阿久根市 4816-6
国道 3号　TEL.0996-74-1400

甑島を望む絶好のロケーションで、特に夕日は絶
景です。レストランでは前浜で水揚げされたばか
りの海鮮丼がおいしく、おしゃれなドーナツスタ
ンドでは特産の文丹や黒糖などこの地ならではの
フレーバーが味わえ、コーヒーも特別焙煎です。

大山善次駅長

美しい夕日を望む湖畔、透明度の高

滋賀県長浜市湖北町今西 1731-1
県道 331 号「さざなみ街道」　TEL.0749-79-8060

い奥琵琶湖の水べり。多様な水鳥が訪れるうえ、
『日本の夕日百選』にも選ばれた地として知ら
れ、豊かな自然観察に訪れる多くの人々を魅了
する道の駅です。地元農家の採れたて野菜や果
物、近江米やお惣菜、鮒ずしも販売しています。

おかべ
坂本大成チーフ

　野菜のまち深谷市ですので、野菜が

埼玉県深谷市岡 688-1
国道 17 号深谷バイパス　TEL.048-585-5001

あふれる道の駅です。全国ブランド深谷ねぎをは
じめ、春のフルーツトマト、夏のスイートコーン
と、季節ごとの目玉商品や旬の野菜、そして切花
で一年中楽しむことができます。深谷ねぎを使っ
たお土産や名産のお漬物も豊富な品揃えです。


